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受理番号 陳情８第１号 受理年月日 令和８年１月２８日 

件 名 核兵器禁止条約に関する陳情 

 

【陳情の趣旨】 

 毎年１２月には恒例の各種のノーベル賞が発表され、２０２４年のノーベル平

和賞に日本の日本原水爆被害者団体協議会（日本被団協）が受賞、国民に平和の価

値を知らしめました。 

度々被爆者及び支援者たちが各地から集まり国会議事堂付近で集会等を重ねて

おります。日本被団協の代表者の方々は８０歳を超えていますが、署名・批准を政

府に求める署名数は約３４４万筆に達し、一千万人署名キャンペーンを続けてい

ます。 

近年でもロシアとウクライナ、イスラエルと他国が争いを続け、国際社会は核

抑止への依存を深める中、米国の「核の傘」の下にある我が国日本政府は感知して

いない状況です。 

日本の国家予算でも防衛費が上昇し米国から防衛機材を大量に購入する約束を

伺わせる報道が流れています。政府は世界平和に向けた道筋を明確に示すべきで

す。 

我が国は唯一の被爆国であり被爆体験者は高齢の為諸活動が難しくなっていま

す。 

最近、官邸幹部が「核を持つべきである」と、異常な発言があり政府は発言を取

り消さない状況であります。 

我が目黒区ではすでに昭和６０年５月３日に“目黒区平和都市宣言”を行い、そ

の末尾には「この誓いをこめて、目黒区は平和憲法を擁護し、核兵器のない平和都

市であることを宣言する。」とあります。 

この宣言の基に区民の代表である各議員が派閥・党派関係なく、一人の人間と

して立ち上がり条約に批准してこそ日本の立場が世界に明らかにされると考え、

国に対して批准を求めるのが区としての最良の方法と考えます。 

 

最後に、１００年前のインドの民主化運動に貢献した“マハトマ・ガンジー”の

七つの社会的犯罪の中に「理念なき政治」の言葉があります。私は「理性なき人

間」を提案します。 

 

【陳情事項】 

「核兵器禁止条約に日本は批准すべき」を目黒区議会より国に意見書を提出し 

て下さい。 

 

 


